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令
和
４
年
度
東
吉
野
村
各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

全
議
案
を
可
決
、
承
認

　

令
和
５
年
第
５
回
東
吉
野
村
議
会
定
例

会
が
、
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
各
種
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

委
員
の
桝
本
君
孝
氏
の
任
期
が
、
令
和

５
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
委
員
と
し
て
推
薦
し
、
適

任
と
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
及
び
第
22
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
８
月
29
日
、
監

査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
意
見
書
を
付
し

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

元
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
村
政
運

営
の
責
任
者
と
し
て
責
任
を
重
く
受
け
止

め
、
自
戒
に
よ
る
措
置
と
し
て
村
長
、
副

村
長
の
給
料
を
減
額
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

令
和
２
年
度
東
吉
野
村
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
変
更

　

辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
の

た
め
に
、
本
年
度
に
お
い
て
実
施
予
定
の

大
字
平
野
地
区
の
村
道
平
野
学
校
線
の
補

修
工
事
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更

　

東
吉
野
小
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当

す
る
た
め
本
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。
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◆�

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変

更

　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
新
ご
み
処

理
施
設
が
完
成
し
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
組
合
事
務
所
を
同
施
設
内
に
移
転
す

る
こ
と
に
伴
い
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

令
和
４
年
度
東
吉
野
村
各
種
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
認
定

　

決
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
◆
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）は
、
２
１
５
７
万
５
千
円
の
補
正

で
す
。

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
要

す
る
経
費	

３
６
５
万
８
千
円

・�

ふ
る
さ
と
村
、
た
か
す
み
温
泉
の
各
設

備
に
係
る
修
繕
経
費

	

１
９
４
万
８
千
円

・�

大
字
平
野
の
移
住
・
定
住
促
進
住
宅
整

備
事
業
費	

８
０
０
万
円

・�

高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入
経

費	

１
３
万
９
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
６
万
８
千
円

・�

生
活
道
路
等
整
備
事
業
に
係
る
補
助
金

	

７
２
万
６
千
円

・�
村
道
２
箇
所
の
災
害
復
旧
に
係
る
調
査

測
量
設
計
業
務
の
委
託
経
費

	

６
６
０
万
円

・
国
庫
支
出
金
返
納
金	

２
３
万
６
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

２
７
億
１
９
２
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
５
２
９
６

万
２
千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増
加
に
よ
る
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
補
正

	

１
８
０
万
３
千
円

・
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金

	

９
７
２
万
１
千
円

・�

償
還
金
及
び
国
県
支
出
金
等
返
納
金

	

４
１
４
３
万
８
千
円

　　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
、
５
億
２
１
１
９
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
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１００歳を迎えられた保田アキヱさん（上）と 谷シヅさん（下）

左から清須壮くん、大西芭奈さん

　

７
月
16
日
に
宇
陀
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て
令
和
５
年
少
林
寺
拳
法
奈
良
県
大
会

が
開
催
さ
れ
、
本
村
に
道
場
が
あ
る
、
東
吉
野
道
院
か
ら
小
学
生
拳
士
が
出
場
し
見

事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
小
中
学
生
、
一
般
拳
士
が
多
数
出
場
す
る
奈

良
県
で
は
最
も
大
き
な
大
会
と
な
り
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
小
学
生
拳
士
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
競
技
種
目
・
組
演
武
】

　

少
年
茶
黒
帯
の
部　

入
賞
２
位　

大
字
鷲
家　

清
須　

壮
く
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
字
鷲
家　

大
西　

芭
奈
さ
ん

　

ま
た
、
こ
の
お
２
人
は
【
競
技
種
目
・
団
体
演
武
】
少
年
茶
黒
帯
の
部
で
、
東
吉

野
道
院
拳
友
会
に
所
属
し
て
い
る
他
の
６
人
と
共
に
８
人
チ
ー
ム
で
、
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
村
内
で
35
名
の
方
が
米
寿
を
、
１
名
の
方
が
白
寿
を
、
３
名
の
方
が
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
水
本
村
長
が
米
寿
・
百
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

を
訪
問
し
、「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
長
寿
の
お
祝
い

を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
品
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流

敬
老
の
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

少
林
寺
拳
法
奈
良
県
大
会　

小
学
生
拳
士
が
入
賞

広 報 ひ がしよし の 令和５年10月１日
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昼食 全員集合

川遊び 鮎つかみ

　

８
月
24
日
木
曜
日
、
大
字
大
豆
生
の
ふ
る
さ
と
村
で
、「
天
誅
組
」
の
縁
で
交
流
を

続
け
て
い
る
刈
谷
市
と
、
本
村
小
学
生
に
よ
る
文
化
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
刈
谷
市
の
５
つ
の
小
学
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
名
（
５
年
生
）
の
代
表

児
童
の
計
10
名
と
本
村
小
学
校
か
ら
５
・
６
年
生
が
参
加
し
、
川
遊
び
や
鮎
つ
か
み
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
刈
谷
市
の
児
童
は
翌
25
日
に
は
、
刈
谷
市
出
身
の
天
誅
組
、
宍
戸
弥
四
郎

が
眠
る
明
治
谷
墓
地
や
松
本
奎
堂
・
村
上
万
吉
が
眠
る
湯
ノ
谷
墓
地
な
ど
の
史
跡
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
村
運
動
公
園
に
て
、
村
主
催
、
体
育
協
会
共
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
大
変
暑
い
中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
20
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
等
の
好

プ
レ
ー
が
た
び
た
び
見
受
け
ら
れ
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い

と
プ
レ
イ
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
ま
し
た
。

右
か
ら

　

教
育
長　
　
　
　

橋
本　

眞
一　

さ
ん

　

二　

位　
　
　
　

福
井　

康
子　

さ
ん

　

一　

位　
　
　
　

松
田　

庸
介　

さ
ん

　

三　

位　
　
　
　

柳
井　

斉
邦　

さ
ん

　

村
体
育
協
会
長　

津
川　

幸
雄　

さ
ん

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広 報 ひ がしよし の令和５年10月１日
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会場の様子

　

８
月
26
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
、
人
権
教
育
映
画
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
桝
本
君
孝
氏
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
映
画
「
ケ
イ

コ
目
を
澄
ま
せ
て
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

本
作
品
は
聴
覚
障
害
者
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
映
画
を
鑑
賞
し
た

方
々
は
聴
覚
障
害
を
通
し
て
、
人
権
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

８
月
27
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
、「
川
口
好
彦
教
育
・
文
化
基
金
」

管
理
委
員
会
が
主
催
、
村
教
育
委
員
会
が
後
援
と
な
る
、「
ひ
ら
ひ

ら
人
形
劇
場
」
を
午
後
１
時
ご
ろ
よ
り
開
演
し
、
同
委
員
会
管
理
委

員
の
森
口
謙
二
氏
と
橋
本
教
育
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
人
形
劇

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
川
口
好
彦
教
育
文
化
基
金
」
は
、
旧
四
郷
中
学
校
で
教
師
と
し

て
勤
め
ら
れ
た
、故
川
口
好
彦
先
生
の
ご
遺
族
か
ら
の
寄
附
を
う
け
、

村
の
教
育
や
文
化
の
活
動
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
に

応
え
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
70
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
大
勢
の
子

ど
も
た
ち
は
、
表

現
方
法
や
ギ
ミ
ッ

ク
が
異
な
る
３
つ

の
演
目
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
人
形
劇
の
終

了
後
、
劇
に
使
用

し
た
人
形
等
を
来

場
さ
れ
た
人
た
ち

に
自
由
に
触
っ
て

も
ら
い
、
人
形
劇

に
対
す
る
興
味
や

理
解
が
深
ま
っ
た

様
子
で
し
た
。

　

９
月
３
日
、
１
日
ク
リ
ー
ン

デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
奉
仕
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
だ
け

で
な
く
道
の
清
掃
ま
で
熱
心
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
分
別
し
て
収
集
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

そ
の
後
の
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
川
遊
び
の
ゴ

ミ
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
等

は
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で

す
が
、
今
後
も
、
豊
か
な
自
然

を
守
る
た
め
「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
」「
不
法
投
棄
防
止
」
運
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
こ
か
！
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭
り

天
誅
組
大
和
義
挙
１
６
０
年
記
念
事
業
（
維
新
発
祥
の
地
・

五
條
～
天
誅
組
終
焉
の
地
・
東
吉
野
）
第
１
回
講
演
会

人
権
教
育
映
画
会

ひ
ら
ひ
ら
人
形
劇
場

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広 報 ひ がしよし の 令和５年10月１日
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鮎つかみ体験 会場の様子

盆踊り 舞台イベント

山田孝氏による講演水本村長挨拶

天誅組に関する書籍の販売 会場の様子

　

９
月
10
日
、
大
字
大
豆
生
ふ
る
さ
と
村
に
て
、
ふ
る
さ
と
村
に
よ
る
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
ひ
よ
し
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
祭
り
当
日
は
約
８
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
か
ら
祭
り
が
始
ま
り
、
多
く
の
出
店
や
、
様
々
な

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
盆
踊
り
や
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
舞
台
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
こ
ど
も
ま
で
が
楽
し
め
る
内
容
と
な
り
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
１
日
に

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
天
誅
組
東
吉
野
村
連
続
催
事
第
１
弾
と
し
て
講
演

及
び
対
談
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
１
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
本
村
長
の
挨
拶
の
後
、「
天
誅
組
と
地
域
の
人
々
」
と
題
し
、
講
師
に
刈
谷
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
山
田
孝
氏
を
迎
え
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
松
風
み
あ
み
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
維
新
の
魁
・

天
誅
組
理
事
長
の
柴
田
知
啓
氏
、
幹
事
長
の
内
倉
保
氏
、
東
吉
野
村
天
誅
組
顕
彰
会

会
長
の
桝
本
君
孝
氏
を
加
え
た
、
５
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
熱
心

に
講
座
を
聴
き

天
誅
組
に
つ
い

て
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
住

民
ホ
ー
ル
前
で

は
、
天
誅
組
に

関
す
る
書
籍
な

ど
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

い
こ
か
！
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭
り

天
誅
組
大
和
義
挙
１
６
０
年
記
念
事
業
（
維
新
発
祥
の
地
・

五
條
～
天
誅
組
終
焉
の
地
・
東
吉
野
）
第
１
回
講
演
会

広 報 ひ がしよし の令和５年10月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

交通安全県民運動の様子

1010
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き　

10
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
３
階
大
会
議
室

対　

象　

�

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
、
妊
婦

内　

容　

�

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・

保
護
者
同
士
の
交
流

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
16
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相

談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
10
月
19
日
（
木
）
ま
で

に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
よ
り
小
川
の
千
代
橋
で
、
桜
井
・
宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉

野
分
会
、
学
校
関
係
者
、
小
川
駐
在
所
、
副
村
長
、
教
育
長
、
役
場
職
員
が
、
午
後

か
ら
は
桜
井
・
宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉
野
分
会
、
桜
井
警
察
署
、

小
川
駐
在
所
、
村
長
、
役
場
職
員
が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
啓
発
し

ま
し
た
。

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き　

10
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　

受
付
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対　

象

・�

満
16
歳
か
ら
満
69
歳
の
方
で
村
内

に
住
所
を
有
す
る
又
は
村
内
に
職

域
を
有
す
る
方

注
意

※�

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳

か
ら
64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
こ

と
※�

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
及
び
モ
デ
ル
ナ
社

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
方
は
、
接
種
後
48
時
間
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と

※�

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
は
、

接
種
後
6
週
間
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
令

和
５
年
秋
開
始
接
種
）
の
お
知
ら

せ
　

初
回
接
種
を
完
了
し
、
前
回
接
種

か
ら
３
か
月
以
上
経
過
し
た
次
の
①

②
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

広 報 ひ がしよし の 令和５年10月１日
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⑴
村
内
医
療
機
関
の
場
合

　

当
日
医
療
機
関
で
２
，
０
０
０
円

を
支
払
い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

⑵�

村
外
医
療
機
関
の
場
合（
償
還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
木
）

ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必

要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の

写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除

い
た
金
額
を
助
成
し
ま
す
（
た
だ
し

上
限
は
３
，
６
６
０
円
）。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

【
子
ど
も
】

対
　
象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平

成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
接
種
当
日
の
時
点
で
生
後
６
か

月
に
達
し
て
い
る
方

※�

13
歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は

１
回
接
種

助
成
対
象
接
種
期
間

　

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）～

　

令
和
５
年
12
月
31
日
（
日
）

助
成
額　

接
種
費
用
の
全
額

助
成
方
法　

償
還
払
い

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
木
）

ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必

接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
毎
に

接
種
会
場
や
予
約
方
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
村
の
集
団
接
種
は
10
月
に

東
吉
野
村
運
動
公
園
体
育
館
に
お
い

て
実
施
し
ま
す
。
今
回
使
用
す
る
ワ

ク
チ
ン
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・

１
・
５
）
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

①
16
歳
以
上
の
希
望
者

　

８
月
末
に
実
施
し
た
意
向
調
査
に

お
い
て
村
の
集
団
接
種
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
日
時
の
ご
案
内
と
接
種

券
を
発
送
し
ま
す
（
施
設
、
病
院
等
で

の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
接
種

券
の
み
発
送
）。
意
向
調
査
を
提
出
し

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
接
種
券
が
届
か

な
い
方
、
意
向
調
査
の
提
出
が
ま
だ

の
方
、
村
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
生
後
６
ヶ
月
以
上
の
希
望
者

　

次
の
日
程
に
て
、
南
奈
良
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
で
個
別
接
種
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
予
約
の
際
に
接
種
券
が
必

要
な
た
め
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

秋
開
始
接
種
に
関
す
る
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
予
約
先
及
び
予

約
開
始
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
約
専
用
電
話
番
号

　

０
７
４
７－

５
４－

５
０
８
３

　
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

10
時
～

14
時
）

予
約
開
始
日

　

10
月
２
日
（
月
）
10
時
～

接
種
日
（
９
月
６
日
時
点
）

【
金
曜
日
】

　

17
時
30
分
か
ら
20
時
30
分

要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の

写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

奈
良
県
風
し
ん
抗
体
検
査
の
実
施

に
つ
い
て

　

妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方
や
そ
の
配

偶
者
の
方
は
、
奈
良
県
に
申
し
込
み

を
行
う
こ
と
で
風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
左
記
を
ご
覧
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

風
し
ん
抗
体
検
査
を
希
望
す
る
奈

良
県
在
住
の
方
（
奈
良
市
在
住
の
方
を

除
く
）
の
う
ち
、
初
め
て
の
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
（
平
成
２
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
又
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る

女
性
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
け
出
を
せ

ず
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
方

を
含
む
。
ま
た
平
成
２
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
か
つ
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
な
い
こ
と
。）

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
方
は
対
象

外
で
す
。

①�

過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方

②�

明
ら
か
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴

が
あ
る
方
（
１
回
以
上
）

③�

検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し

ん
の
既
往
歴
が
あ
る
方

※�

生
後
６
か
月
～
11
歳
以
下
は
金
曜

日
の
み
接
種
可

　

�

10
月
20
日
・
11
月
10
日
・
12
月
１
日
・

12
月
22
日
・
１
月
５
日

【
土
曜
日
】

　

９
時
30
分
～
12
時

　

13
時
～
15
時
30
分

　

10
月
14
日
・
11
月
４
日
・
11
月
25
日
・

　

12
月
16
日�

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始

し
ま
す
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、

予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対
　
象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予

防
接
種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）～

　

令
和
５
年
12
月
31
日
（
日
）

費
　
用

　

自
己
負
担
２
，
０
０
０
円
（
生
活
保

護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方
　
法

広 報 ひ がしよし の令和５年10月１日
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ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

今
回
は
、
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す

る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践

で
き
る
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
は
、

「
乳
房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
」
で
す
。

〈
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．�

自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

　

乳
房
チ
ェ
ッ
ク
は
、
着
替
え
や
入

浴
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
際
に
乳
房
を

見
て
、
触
っ
て
、
感
じ
る
こ
と
で
す
。

し
こ
り
を
探
す
（
自
己
触
診
）
と
い

う
行
為
や
意
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
の
中
で
乳
房
を
意
識
す
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２
．
乳
房
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

　

変
化
と
し
て
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、「
乳
房
の
腫
瘤
」「
乳
頭
か
ら
の

分
泌
物
」「
乳
頭
や
乳
輪
の
び
ら
ん
」

「
乳
房
の
皮
膚
の
凹
み
や
引
き
つ
れ
」

「
乳
房
痛
」
な
ど
で
す
。

３
．�

変
化
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
医
師

へ
相
談
す
る

　

な
る
べ
く
早
く
自
覚
症
状
に
気
づ

い
て
医
師
に
相
談
し
、
早
い
段
階
で

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
乳
が

ん
が
治
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

４
．�
40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

　

乳
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
乳
が
ん

で
亡
く
な
る
女
性
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
日
本
人
女
性
の
乳
が
ん
の
好
発

年
齢
が
45
か
ら
49
歳
と
60
か
ら
64
歳

で
す
の
で
、
日
本
で
は
40
歳
以
上
の

女
性
に
対
し
て
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

使
用
し
た
乳
が
ん
検
診
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
２
年
に
１
度
は
乳

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
乳
が
ん
検
診
の
適
切
な

情
報
提
供
に
関
す
る
研
究

こ
こ
ろ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま

し
ょ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
特
別
な
人
が
か

か
る
も
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
こ

こ
ろ
の
病
気
は
増
え
て
い
て
、
生
涯

を
通
じ
て
５
人
に
１
人
が
こ
こ
ろ
の

病
気
に
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
眠
れ
な
い
、
気
分
が
沈
む
状
態

が
続
い
て
し
ま
う
な
ど
、
人
に
よ
っ

て
症
状
は
様
々
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
調
子
を
く
ず
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
家
族
や
友
人
な
ど
、
身
近
な
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
人
に

相
談
し
づ
ら
い
場
合
や
、
相
談
で
き

る
人
が
周
り
に
い
な
い
場
合
は
、
月

に
１
回
開
催
し
て
い
る
悩
み
事
相
談

所
や
、
左
記
相
談
先
に
あ
な
た
の
不

安
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
伝
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

〈
相
談
先
〉

こ
こ
ろ
の
健
康
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
５
７
０－

０
６
４－

５
５
６

い
の
ち
の
電
話

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
５
７
０－

７
８
３－

５
５
６

参
考
文
献
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

申
込
み
期
間

　

令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）～

　

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

申
込
み
先

郵
送
：
奈
良
県
疾
病
対
策
課

（
住
所
）

　

奈
良
市
登
大
路
町
３
０

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

　

０
７
４
２－

２
７－
８
６
１
２

窓
口
：
吉
野
保
健
所

（
住
所
）

　

吉
野
郡
下
市
町
新
住
１
５－
３

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

　

０
７
４
７－

５
２－

０
５
５
１

申
込
み
方
法

　

左
記
（
１
）、（
２
）
の
書
類
を
提
出

あ
る
い
は
郵
送
す
る

（
１
）�

奈
良
県
風
し
ん
抗
体
検
査
申
込

書

（
２
）�

住
所
及
び
年
齢
を
証
明
す
る
下

記
書
類
の
コ
ピ
ー
い
ず
れ
か
一

つ（
運
転
免
許
証
・
住
民
票（
３
ヶ

月
以
内
）・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
写
真
付
き
・
表
面
））

※�

奈
良
県
風
し
ん
抗
体
検
査
の
申
込

書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�http://w
w
w
.pref.nara.jp/36138.

htm
l

※�

郵
送
の
場
合
に
は
右
記
に
加
え
、

申
し
込
み
者
１
名
に
つ
き
、
94
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
も

同
封
の
こ
と
。

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
申
し
込
み

受
付
中

　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
な
ら
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

20
歳
～
30
歳
代
の
若
い
女
性
に
乳
が

ん
に
次
い
で
多
い
が
ん
で
、
近
年
39

歳
以
下
の
日
本
人
女
性
で
子
宮
頸
が

ん
の
発
病
や
死
亡
が
増
え
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
２
年
に
１
度
は

定
期
的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診

を
３
月
末
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
９
月
の
婦
人
科
検
診
を
受
診

し
そ
び
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限

　

令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

受
診
先

　

奈
良
県
内
の
契
約
医
療
機
関

対　

象

　

20
歳
以
上
の
村
民
（
今
年
度
中
に
20

歳
に
な
る
者
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
今
年
度
す
で
に
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
た
者
を
除
く

内　

容

　

問
診
、
視
診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
、

内
診

費　

用

　

２
，
０
０
０
円
（
ク
ー
ポ
ン
券
対
象

の
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

申
込
み

　

住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
）

受
診
方
法

　

ご
自
身
で
医
療
機
関
へ
予
約
を
行

い
、
役
場
発
行
の
書
類
を
持
参
の
上
、

ご
受
診
く
だ
さ
い

※�

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
役
場
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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お気軽にお問い合わせください　　　　　
相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談 １０月１０日（火）
午後２時～３時 予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

１０月１７日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月１６日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

１０月２６日（木）
午後２時～３時 予約必要 奈良県医師会

　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問い合わせ
ください。
場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

☆目の愛護デー「目の健康相談」の案内　　　　　
講演会名 日　時 場　所 内　容

目の健康相談 １０月１２日（木）
午後２時～４時

秋篠音楽堂
奈良市西大寺東町２－４－１
ならファミリー６階

○無料相談
○相談医
　２名（眼科専門医）

連絡先　奈良県眼科医会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和5年10月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

日
本
人
は
魚
を
刺
身
で
生
食
す
る

習
慣
が
あ
り
、
特
に
釣
り
が
お
好
き

な
方
は
釣
り
上
げ
た
イ
カ
や
ア
ジ
な

ど
を
自
分
で
捌さ

ば

い
て
新
鮮
な
刺
身
で

食
べ
る
こ
と
に
至
福
の
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
釣
り
上

げ
ら
れ
て
死
ん
だ
魚
の
ア
ニ
サ
キ
ス

寄
生
虫
（
以
下
「
ア
ニ
サ
キ
ス
」）
は
、

内
臓
か
ら
筋
肉
へ
移
動
し
ま
す
。
そ

れ
を
間
違
え
て
生
食
す
る
と
、
そ
の

数
時
間
後
に
周
期
的
な
強
い
胃
痛
を

発
症
し
ま
す
。
食
品
衛
生
法
に
よ
る

食
中
毒
届
出
も
必
要
な
胃
ア
ニ
サ
キ

ス
症
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
痛
み
は
ア
ニ
サ
キ
ス

が
胃
粘
膜
を
噛
ん
で
い
る
た
め
で
な

く
、
粘
膜
内
に
侵
入
し
た
ア
ニ
サ
キ

ス
抗
原
が
引
き
起
こ
す
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
と
さ
れ
、
腹
痛
、
嘔お

う

吐と

の
他
、

広
範
な
臓
器
浮ふ

腫し
ゅ

を
呈て

い

す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
薬
も
考
慮
さ
れ

ま
す
が
、
ま
ず
は
上
部
消
化
管
内
視

鏡
で
の
摘
出
が
必
須
で
す
。
ア
ニ
サ

キ
ス
が
複
数
で
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

り
、
摘
出
後
、
す
ぐ
に
症
状
は
軽
快

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

さ
て
、
筆
者
も
好
き
な
回
転
寿
司

店
で
は
、
家
族
連
れ
で
お
寿
司
を
食

べ
て
い
る
風
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
て
い
る

魚
介
類
で
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
事
例

報
告
は
、
と
て
も
少
な
い
印
象
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
養
殖
魚
利
用
（
ア

ニ
サ
キ
ス
が
寄
生
し
に
く
い
生
育
環

境
）
や
死
滅
す
る
ま
で
の
冷
凍
処
理

を
含
め
た
適
切
な
衛
生
管
理
の
効
果

と
聞
き
ま
す
。

　

白
い
イ
カ
の
身
に
潜
む
透
明
か
つ

小
さ
な
ア
ニ
サ
キ
ス
を
見
つ
け
る
た

め
の
特
殊
ラ
イ
ト
も
安
価
で
購
入
可

能
で
す
。
醤
油
や
ワ
サ
ビ
は
無
効
で

あ
り
、
釣
っ
た
大
物
は
、
迅
速
に
内

臓
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
用

冷
凍
庫
の
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

18
℃
付
近
か
つ
48
時
間
以
上
の
冷
凍

処
理
を
行
い
、
安
全
な
刺
身
に
し
て

ご
賞
味
を
！

奈
良
県
医
師
会

刺
身
は
お
好
き
で
す
か
？

刺
身
は
お
好
き
で
す
か
？
（
ア
ニ
サ
キ
ス
に
ご
注
意
）

（
ア
ニ
サ
キ
ス
に
ご
注
意
）
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
映画上映会を開催しました

　在宅医療や自宅での看取り、在宅医療・介護に関わるさまざまな仕事について知っていただくため、「ピ
ア～まちをつなぐもの～」の上映会を９月１５日に実施しました。
　午後と夕方の２回上映し、計３４名の方に鑑賞していただきました。
　アンケートでは「充実した在宅医療チームがあれば、どれほど心強いかと感じました。」「“認知症になっ
たからって人生が終わったわけじゃない”という言葉が心に響きました。」「人間としてのやさしさ等勉強に
なりました。」「現在、親の介護をしていて、とても参考になりました。」等の感想をいただきました。

　１１月�７�日（火）１４：００より住民ホールにて、資生堂による化粧療法「いきいき美容教室」を開催い
たします。男女問わず、６５歳以上の村民さんが対象です。
お申し込み・お問い合わせ先　住民福祉課（４２－０４４１）

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々
（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターにお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお受けする
ため、東吉野村役場にて専門相談員による窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　１０月１８日（水）１４時～１７時　　場　所：役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先にお知らせ
していただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡頂ければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１８時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）
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長
﨑　

絢

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

陶
芸
を
し
て
い
る
、
集
落
支
援

員
の
長
﨑
絢
（
な
が
さ
き
あ
や
）

で
す
。
４
月
に
拠
点
を
小
川
か
ら

小
栗
栖
に
移
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

拠
点
を
移
動
し
て
か
ら
お
よ
そ
半

年
が
経
ち
、
現
在
は
工
房
の
整
備

と
作
品
制
作
に
勤
し
み
な
が
ら
、

移
住
希
望
の
方
々
に
移
住
相
談
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
、
数
年
ぶ
り
に
小
川
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
移
住
し
て
か

ら
ま
も
な
く
４
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
が
初
め
て
の
参
加
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
様
々
な
催
し
が
中
止

や
縮
小
の
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、

例
に
漏
れ
ず
村
の
お
祭
り
と
も
縁

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
き
、
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
一
端
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
お
祭
り
も
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
沢
山
あ
っ
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。
新
し
く
人

が
繋
が
る
場
所
が
生
ま
れ
、
来
年

も
、
そ
の
次
も
、
き
っ
と
続
い
て

い
く
こ
と
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

　

今
後
も
工
房
を
整
え
て
い
き
、

11
月
に
は
工
房
を
開
放
す
る
オ
ー

プ
ン
ア
ト
リ
エ
の
日
を
設
け
る
予

定
で
す
。
こ
の
日
は
村
内
各
所
で

活
動
す
る
作
り
手
た
ち
が
展
示
や

工
房
の
開
放
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
11
月
の
後
半
か
ら
12
月
に

か
け
て
は
木
津
川
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

空
木
（
う
つ
ぎ
）
さ
ん
に
て
長
﨑

大
地
の
革
製
品
と
長
﨑
絢
の
陶
製

品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

が
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
普
段
の
制
作
の
雰
囲

　

で
す
が
、
今
年
の
８
月
に
中
黒

で
い
ち
た
つ
盆
踊
り
が
あ
り
、
地

域
に
伝
わ
る
踊
り
を
教
わ
っ
た
り
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
て
い
る
と
、

こ
れ
ま
で
と
は
別
の
角
度
で
地
域

の
文
化
と
交
わ
る
感
覚
が
あ
り
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

�　

ま
た
９
月
は
大
豆
生
の
ふ
る
さ

と
村
で
開
催
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と

ひ
よ
し
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

物
販
と
い
う
形
で
出
店
さ
せ
て
い

気
や
作
品
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
機
会
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
是
非
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

　

今
年
は
随
所
に
動
き
出
し
た
村

の
、
人
の
力
の
勢
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
も
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
そ
の
勢
い
を
盛
り
上
げ
る

と
こ
ろ
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
が
益
々
発
展
し
て
い
く
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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暖簾をくぐると「ゆるりの間」
谷滝国民学校の卒業生3人

いちたつマルシェ特別編
　９月６日（水）に、たかすみ温泉でいちたつマルシェを開催しました。
　出品者は平野の方が中心となり、いちたつマルシェのために夏野菜をこの時期までに大事に育ててく
れました。
　今年は例年より暑く、野菜の栽培も難しかったようですが、約３００点の出品がありました。
　たかすみ温泉で開催するのも3回目で、いちたつカフェでは、無料でコーヒーやお茶などの飲み物を
提供し、ゆっくりくつろいでもらう場所を用意して、次から次へと訪れる来る顔見知りの来場者の方と
談笑して過ごしていただきました。

ちょっといい話
　いちたつで８年ぶりに再会して、喜んでいる姿を見かけて、その場で話し足りなかったのか、久しぶ
りに再会した高揚感からか、午後からも自宅に招いて引き続きお話しを楽しんで交流していたことを知
りました。
　いちたつマルシェは、何気ないきっかけを作る瞬間をお届けしています。

いちたつマルシェ番外編
　９月１０日（日）に「いこか！ふるさとひよし祭り」にいちたつマルシェで参加してきました。
　東吉野産の新鮮ないちたつ野菜といちたつ生活雑貨といちたつハンドメイドなど、幅広い品を数多く
用意してにぎやかしの一
角を占めてきました。
　当日は天候に恵まれて、
たくさんの来場者の方と、
鮎のつかみどり、盆踊り、
コーラスなど、盛りだく
さんな内容で、楽しい１
日を過ごすことができま
した。

世代交流かふぇ
　８月３１日（木）に、白馬寺で滝野・谷尻の世代交流かふぇを開催しました。
　事前に昔の写真を持ち寄ってほしいと告知したところ、谷滝国民学校のアルバムや区長会旅行のアル
バムを持参してくれて、当日は午後１時３０分から午後３時３０分までの開催の予定でしたが、集まる
と同時に昔の話しで盛り上がり、そこから地区名の由来の話しや谷尻や滝野はその昔に田んぼが盛んな
話しなど、初めて聞くお話しばかりであっという間に時間が過ぎてしまい、気がつけば閉会の時間とな
り、開会と閉会の挨拶を同時に行うことになりました。
　また、今回は地域振興課からフォレスターの合田憲司氏も参加してくれて、地域の方から獣害の被害
状況や山のことについて色々話してもらいました。
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　「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがやわらぎ、過
ごしやすい気候になりました。秋は、お米や大豆、里いもなど、昔か
ら日本人の食生活に欠かすことのできない作物が収穫を迎える季節で
す。また、漢字で「秋刀魚」と書くサンマをはじめ、サケ、サバ、カ
ツオなどの魚は、秋になると脂がのっておいしくなります。
秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬の食べ物をおいしくいただきま
しょう。

　皆さんは、どんな味が好きですか？　食べたときに感じ
る味は「甘味・塩味・酸味・苦味・うま味」という５つの基
本味に分けられ、料理は、この基本味の組み合わせによって、
さまざまな味わいが生み出されています。また、おいしさを
感じるのは、味だけでなく、料理の見た目、かんだときの音
やかみごたえ、口に入れたときの温度など、さまざまなこと
が関係しています。食事のときは、それらを意識して、よく
味わって食べましょう。

広 報 ひ がしよし の 令和５年10月１日
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令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草　

選
評

▪
特
選
の
部

戦
時
中
の
話
尽
き
ざ
り
終
戦
日	

伊
藤
志
津
子

　

評

　

八
月
十
五
日
は
、
七
十
八
回
目
の
終
戦
の
日
で
あ

る
。
戦
争
体
験
者
は
、
高
齢
化
と
共
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

作
者
も
数
少
な
い
体
験
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
戦

時
中
の
悲
惨
な
様
子
を
語
り
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
厳
し
く
な
る
が
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

空
の
青
山
の
緑
に
虹
の
立
つ	

宮
崎　

利
一

　

評

　

暑
さ
を
吹
き
払
う
夕
立
の
あ
と
、
く
っ
き
り
浮
か

ぶ
虹
に
合
う
と
心
が
晴
れ
晴
れ
と
す
る
。

　

掲
句
は
、
深
吉
野
の
山
に
立
つ
虹
を
活
写
し
て
い

る
。
空
の
青
と
山
の
緑
と
虹
の
色
の
対
比
が
見
事
で

あ
る
。

桃
の
実
に
鳥
よ
虫
よ
と
集
ま
れ
り	

川
村　

貞
子

　

評

　

秋
の
果
実
の
中
で
も
桃
の
実
は
、
甘
味
水
分
と
も

に
申
し
分
な
い
。

　

掲
句
は
、
桃
の
実
が
熟
し
、
鳥
や
虫
等
が
集
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

森
の
生
き
物
に
も
実
り
の
秋
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

▪
準
特
選
の
部

流
れ
行
く
物
を
見
て
ゐ
る
盆
の
川	

池
田
美
砂
子

子
ら
の
声
遠
く
に
な
り
て
夜
の
秋	

松
谷　

忠
則

蜩
と
吹
き
来
る
風
に
う
た
た
寝
す	

秋
吉　

正
朝

▪
佳
作
の
部

渾
身
の
果
て
空
蝉
と
な
り
に
け
り	

池
垣　

昭
美

う
の
の
れ
ん
四
方
の
山
に
雲
の
峰	

濱
田
貴
美
子

母
の
忌
や
山
の
上え

白
き
盆
の
月	

伊
藤
志
津
子

べ
つ
と
り
と
神
杉
に
脂
秋
暑
し	

辻　

佐
和
子

稲
の
花
田
面
の
色
の
変
り
行
く	

池
田
美
砂
子

秋
夕
焼
山
寺
に
打
つ
鐘
ひ
と
つ	

宮
下　

俊
二

一
雨
の
風
の
そ
よ
ぎ
や
夜
の
秋	

宮
崎　

成
子

長
き
塀
浴
ひ
た
る
松
の
手
入
れ
か
な	

前
田　

景
子

食
べ
頃
の
西
瓜
狙
う
て
白
鼻
心	

松
谷　

忠
則

雷
の
音
に
猫
飛
び
跳
ね
ゐ
た
り	

宮
崎　

利
一

熱
闘
を
讃
ふ
る
校
歌
夏
終
る	

秋
吉　

正
朝

つ
い
と
来
て
離
れ
て
寄
り
て
糸
蜻
蛉	

秋
吉　

雅
子

施
餓
鬼
会
に
天
誅
義
士
の
墓
参
り	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

大
阪
の
赤
信
号
や
油
照
り	

池
垣　

昭
美

か
く
れ
沼
細
波
立
ち
て
菱
の
花	

池
垣　

昭
美

路
刈
や
眼
下
に
吉
野
川
見
ゆ
る	

濱
田
貴
美
子

カ
ン
カ
ン
と
目
打
厨
に
べ
つ
ぴ
ん
鯉	

濱
田
貴
美
子

白
雲
の
光
り
流
る
る
夏
の
山	

伊
藤
志
津
子

油
照
り
手
押
し
ポ
ン
プ
の
空
回
り	

辻　

佐
和
子

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
窓
辺
玉
葱
吊
ら
れ
た
る	

辻　

佐
和
子

母
の
忌
や
一
夜
を
桃
の
香
に
眠
る	

池
田
美
佐
子

清
流
に
拾
ふ
空
缶
夏
終
る	
宮
下　

俊
二

後
ろ
め
た
し
ど
こ
か
野
分
を
待
つ
気
分	
宮
下　

俊
二

昼
寝
ざ
め
夢
の
続
き
の
う
つ
つ
か
な	
宮
崎　

成
子

虹
か
か
り
虹
す
ぐ
消
え
て
青
き
空	

宮
崎　

成
子

片
蔭
は
家
の
高
さ
に
築
地
塀	

前
田　

景
子

餓
鬼
さ
ん
は
廊
下
に
供
養
孟
蘭
盆
会	

前
田　

景
子

天
道
虫
ポ
ロ
リ
と
落
ち
て
見
当
ら
ず	

松
谷　

忠
則

蛇
の
子
が
我
を
無
視
し
て
通
り
過
ぎ	

宮
崎　

利
一

仄
赤
く
鼓
打
つ
な
る
遠
花
火	

秋
吉　

正
朝

去
ぬ
燕
空
巣
に
寄
ら
ず
飛
び
ゐ
た
り	

秋
吉　

雅
子

梅
の
仕
事
終
え
て
汗
拭
く
昼
下
が
り	

秋
吉　

雅
子

休
日
の
家
族
団
欒
生
身
魂	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

風
あ
り
き
翼
を
張は

り
て
白
鷺
は

上
昇
気
流
に
し
か
と
の
り
ゆ
く	

福
井
メ
イ
子

陽
の
落
ち
て
自
転
車
に
乗
る
若
者
は

片
手
ス
マ
ホ
で
先
越
し
ゆ
き
ぬ	

福
井
メ
イ
子

遺
し
ゆ
く
物
は
な
け
れ
ど
満
天
の

星
を
仰
ぎ
ぬ
孫
と
仰
ぎ
ぬ	

浦
田
由
美
子

帰
省
子
の
帰
り
て
広
き
部
屋
の
隅
に

ガ
チ
ャ
で
と
り
た
る
熊
が
眠
れ
る	

浦
田
由
美
子

戦
争
も
異
常
気
象
も
皆
乗
せ
て

水
の
惑
星
今
日
も
自
転
す	

浦
田
由
美
子

こ
ん
な
事
も
あ
る
ん
だ
列
車
運
休

代
行
バ
ス
で
稚
内
へ	

辻　

由
美
子

五
十
年
前
訪
ず
れ
し
礼
文
島
が

故
郷
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
と
な
り	

辻　

由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

秋
祭
り
か
け
声
響
く
大
鳥
居	

植
平　

佳
伸

毒
き
の
こ
俺
を
惑
わ
す
あ
の
美
貌	

植
平　

佳
伸

脳
の
シ
ワ
顔
に
移
住
し
盛
り
上
が
る	

植
平　

佳
伸

広 報 ひ がしよし の令和５年10月１日

19


